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令和元年 5月 第 182号

【
中
信
森
林
管
理
署 

奈
良
井
森
林
事
務
所
】

�

首
席
森
林
官　

百
瀬　

厚

　

奈
良
井
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
中

部
の
木
曽
谷
北
端
に
あ
た
る
旧
楢
川
村

に
位
置
し
、
平
成
十
七
年
の
市
町
村
合

併
に
よ
り
、
現
在
は
塩
尻
市
に
所
在
し

て
お
り
、
約
六
、〇
二
七
㌶
を
管
轄
し

て
い
ま
す
。

　

楢
川
地
区
は
木
曽
路
の
入
口
で
あ

り
、
中
山
道
の
贄
川
宿
と
関
所
、
木
曽

漆
器
の
町
木
曽
平
沢
、
奈
良
井
宿
が
あ

り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
と
と
も

に
、
奈
良
井
国
有
林
に
は
林
野
庁
の

「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
選
定
さ
れ
、

塩
尻
市
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ

た
「
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ラ
マ
ツ
」
が
、
そ
の

雄
大
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

管
轄
す
る
国
有
林
に
は
信
濃
川
流
域

の
最
上
流
部
の
一
部
を
な
す
奈
良
井
川

が
流
れ
、
東
西
の
稜
線
部
は
、
日
本
海

へ
流
入
す
る
信
濃
川
と
太
平
洋
へ
流
入

す
る
天
竜
川
、
木
曽
川
の
分
水
嶺
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
国
有
林
内
に
は
、
明
治
時
代
、
肥

沃
な
耕
地
を
有
し
な
が
ら
、
か
ん
が
い

用
水
に
苦
し
む
伊
那
郡
西
箕
輪
村
（
現

伊
那
市
）
の
農
民
た
ち
が
、
木
曽
谷
か

ら
の
引
水
を
苦
労
し
て
完
成
さ
せ
た
、

「
木
曽
山
用
水
」
が
あ
り
、
本
来
、
日

本
海
へ
流
れ
る
は
ず
の
奈
良
井
川
上
流

の
水
は
、
こ
の
水
路
を
経
て
太
平
洋
へ

流
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
工
林
の
樹
種
別
面
積
構
成
は
、
カ

ラ
マ
ツ
が
全
体
の
五
〇
％
、
次
い
で
ヒ

ノ
キ
が
四
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
管
内

の
人
工
林
は
そ
の
殆
ど
が
カ
ラ
マ
ツ
と

ヒ
ノ
キ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ノ

キ
に
つ
い
て
は
高
齢
級
の
高
品
質
材
も

多
く
、
昨
年
度
に
つ
い
て
は
、
中
信
地

区
は
も
と
よ
り
、
木
曽
地
区
、
名
古
屋

地
区
で
も
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
尻
市
で
は
信
州
Ｆ
︱

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
木
材
加
工
施

設
の
稼
動
に
続
き
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

Ａ
材
か
ら
Ｄ
材
ま
で
の
国
産
材
の
安
定

的
な
供
給
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
良
井
川
で
は
国
有
林
に
取

水
口
を
設
置
し
た
小
水
力
発
電
所
建
設

事
業
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と
と
も
に
、
国

の
施
策
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
国
有
林
の
豊
富
な
資
源
が
有
効

活
用
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
自
然
や

歴
史
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

現
在
の
国
有
林
に
は
、
林
業
の
先
頭

に
立
ち
牽
引
す
る
役
割
、
安
定
的
な
木

材
供
給
、
自
然
保
護
、
治
山
等
、
多
種

多
様
な
役
割
と
広
い
視
野
で
の
仕
事
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

林
業
再
生
へ
の
道
の
り
は
、
遠
く
険

し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
百
年
先
の

森
林
づ
く
り
を
見
据
え
て
、
仲
間
と
と

も
に
苦
労
を
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（農林水産省林
りんやちょう

野庁）〉
　
国
有
林
と
言
え
ば
現
場
、
現
場
と
言
え
ば

森
林
官
！
し
か
し
、
一
般
の
方
に
は
余
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
各
地
に
あ
る
森
林
事
務
所
や
地
域

の
特
色
、
森
林
官
の
仕
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

事務所から見える木曽大橋

奈良井森林事務所の２名（右が筆者）

ジャンボカラマツ
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第 182号 令和元年 5月

 

木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

東
ひ
が
し　

勇ゆ
う
き生

　
　
　
　
　
　
　
（
二
○
一
七
年
入
社
）

 

■
事
業
の
概
要

請
負
事
業
：�

製
品
生
産
請
負
事
業
（
伐

採
造
林
一
貫
作
業
外　

奈

川
第
一
４
）

発
注
者
：
中
信
森
林
管
理
署

　

事
業
地
は
長
野
県
松
本
市
奈
川
第
一

国
有
林
で
、
皆
伐
四
・九
〇
㌶
、
間
伐

二
九
・八
三
㌶
、
地
拵
四
・九
〇
㌶
で
素

材
搬
出
量
は
二
、三
〇
〇
立
法
㍍
の
請

負
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
当
該
事
業
は
、
生
産
性
向
上

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
指
定
さ
れ
た
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
開
始
前
か

ら
、
当
社
木
材
部
全
員
で
生
産
性
向
上

の
た
め
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
現
場
で
の
役
割
・
魅
力

　

一
番
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
無
災

害
か
つ
、
工
期
内
に
事
業
を
終
わ
ら
せ

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
日
々
邁

進
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
に
入
っ
て
か
ら
、
高
性
能
林
業

機
械
を
は
じ
め
と
す
る
重
機
を
扱
う
機

会
が
増
え
、
先
輩
方
の
操
縦
を
見
て
効

率
的
な
集
材
、
無
駄
の
な
い
造
材
の
仕

方
な
ど
を
勉
強
し
な
が
ら
実
際
に
作
業

す
る
こ
と
が
、
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
効
率
的
に
で
き
る
か
考

え
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
は
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
り
、
励
み
に
も
な

り
ま
す
。
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
少

し
ず
つ
技
術
が
身
に
つ
い
て
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
な
資
格
取
得
が
で
き
る

こ
と
や
、
施
業
の
終
わ
っ
た
山
を
み
て

達
成
感
を
味
わ
え
る
の
は
、
最
大
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

 

■
森
林
・
林
業
の
世
界
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

林
業
を
始
め
る
前
は
中
華
料
理
店
で

調
理
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
調

理
師
の
仕
事
に
限
界
を
感
じ
た
時
に
、

叔
父
の
経
営
す
る
林
業
会
社
に
就
職
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
初
め
は
右
も
左

も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
林
業
の

魅
力
を
知
っ
て
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

く
う
ち
に
８
年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社
に

入
社
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
２
年
が
経

ち
、
林
業
の
良
い
面
も
課
題
も
知
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
面
や
要
領
な
ど

勉
強
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

林
業
は
危
険
も
あ
り
、
体
力
的
に
き

つ
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
着
け
れ
ば

安
全
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
れ
に
よ
り
味
わ
え
る
達
成
感
や
、

危
険
な
作
業
の
中
で
身
に
つ
く
集
中

力
、
緊
張
感
は
林
業
に
し
か
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
第
に
機
械
化
が
進
む
中
、
若
い
人

の
力
も
必
要
で
す
。
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
一
度
職
場
見
学
に
来
て

み
て
く
だ
さ
い
。

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（森林・林業）〉
シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
・
林
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
植
林
や
間

伐
な
ど
を
行
う
森
林
・
林
業
事
業
体
か
ら
の

投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や
女

性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

集材作業

ハーベスタによる造材作業
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令和元年 5月 第 182号〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（林業土木）〉　
株
式
会
社 

中
部
森
林
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　

須す

だ田　

勇ゆ
う
き輝

　
　
　
　
　
　
　
（
二
○
一
八
年
入
社
）

■
業
務
の
概
要

　

請
負
設
計
：�

国
有
林
治
山
全
体
計
画

調
査
及
び
治
山
実
施
設

計
（
岐
阜
森
林
管
理
署 

神
崎（
小
渕
谷
）ほ
か
）

　

発
注
者
：
中
部
森
林
管
理
局

　

本
業
務
は
、
岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町

落
合
国
有
林
八
〇
林
班
他
に
お
い
て
、

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
山
復
崩

壊
や
土
砂
の
流
出
等
の
抑
止
を
図
る
た

め
の
治
山
施
設
を
計
画
す
る
も
の
で

す
。

■
現
場
で
の
役
割
、
魅
力

　

平
成
三
十
年
七
月
上
旬
の
豪
雨
で

は
、
岐
阜
県
下
呂
市
北
部
の
御
嶽
山
付

近
を
中
心
に
、
局
所
的
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
落
合
国
有
林
に
お
い
て
土
石
流
が

発
生
し
、
下
流
に
位
置
す
る
濁
河
温
泉

街
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
私
は
、
今
年
度
に
入
社
し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
災
害
復
旧
の
現
場
も
今
回

が
初
め
て
で
し
た
が
、
実
際
に
土
石
流

直
後
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自

然
災
害
の
脅
威
に
非
常
に
驚
き
ま
し

た
。

　

調
査
業
務
で
は
、
土
石
流
に
よ
っ
て

流
れ
出
た
石
の
計
測
や
、
光
波
測
距
儀

に
よ
り
地
形
の
測
量
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に
今
後
の

被
害
を
抑
止
す
る
治
山
施
設
を
計
画
し

ま
す
。
一
連
の
仕
事
は
、
安
心
・
安
全

な
生
活
の
た
め
多
く
の
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
思
う
と
非
常
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。

■
林
業
土
木
の
仕
事
に

�

入
っ
た
き
っ
か
け

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
森
の
中
で
木
登
り

を
し
た
り
、
昆
虫
を
捕
ま
え
た
り
す
る

こ
と
が
好
き
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
私

は
森
林
や
自
然
を
守
る
仕
事
を
し
た
い

と
思
い
、
長
野
県
の
林
業
大
学
校
で
森

林
に
つ
い
て
学
び
、
治
山
を
は
じ
め
と

す
る
森
林
土
木
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
入
社
し
ま
し
た
。
治
山
と
い
う
仕

事
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
、
治
山
施

設
の
実
施
設
計
だ
け
で
な
く
、
治
山
施

設
の
配
置
計
画
や
森
林
の
整
備
計
画
な

ど
が
あ
り
、
自
分
に
と
っ
て
未
知
な
こ

と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
り

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

仕
事
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、
面
白

い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
今
年
一
年
様
々
な
業
務
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
治
山
の
仕
事

は
勉
強
す
る
こ
と
が
多
く
大
変
で
は
あ

り
ま
す
が
、
仕
事
を
こ
な
す
う
ち
に
、

治
山
の
知
識
や
技
術
が
少
し
ず
つ
身
に

つ
い
て
い
る
と
感
じ
た
と
き
は
楽
し
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
災
害
の
あ
っ
た

現
場
の
被
害
の
拡
大
を
抑
え
、
人
々
の

生
活
を
守
っ
て
い
く
仕
事
で
も
あ
り
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
治
山
の
仕
事
を
知
る
機

会
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
に
非
常
に
魅
力
的
な
仕
事
で
あ
り
多

く
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
林
業
土
木
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
林
道
や
治

山
工
事
な
ど
を
行
う
林
業
土
木
事
業
体
か
ら

の
投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や

女
性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

石の大きさを測定

土石流により既設の治山ダムに
異常堆積した状況


